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日本人下顎大臼歯のProtostylidと
頬面小窩の進化

恩田千爾　峯村隆一

松本歯科大学自腔解剖学第1講座（主任　恩田千爾教授）

The Evolution of the Protostylid and Buccal Pit 

on the Lower Molars in the Japanese

SENJI ONDA and RYuIcHI MINEMURA

Del）art〃lent　Of　Oral／1ηato〃り膓ルlatsu〃20’o」Dental　College

　　　　　　　　　　　　　　（Chieft　PrOf　S、　onda）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　Using　103　students　of　the　Matsumoto　Dental　College，　variations　in　the　protostylids　and

’buccal　pits，　as　they　appeared　in　the　lower　permanent　mρlars，　were　observed．

　　　　Results　as　foUows．

1．The　protostylid　occurred　in　1　case（0．76％）on　each　side　of　the　Iower　first　molars．

　　　　This　frequency　is　a　little　lower　than　is　found　in．the　American　White，　and　much　lower

　　than　is　f皿nd　in　the　Pima　lndian．

2．The　buccal　pit　accounted　for　65％of　the　lower　first　molars，　and　20％of　the　lower

　　second　rnolars．

　　　　The　frequence　of　the　buccal　pit　in　the　lower　first　molars　of　Japanese　people　is　lower

　　than　that　of　the　American　White，　and　greater．than　that　of　the　Pima　Indian，　and　lndiari

　　（Hindu）．

　　　　The　frequence．　of　the　buccal　pit　in　the　lower　second　molars　of　Japanese　people　is　low－

　　est．

．3．The　buccal　pit　is　decreasing　from　the　lower　first　molar，　through　the　sequence　of　the

　　second　and　third　molars．

　　　This　pit　is　a　rare　occurrence　in　the　latter　teeth，　when　such　a　pit　is　absent　on　the　lower

　　permanent　first　molars．

4．The　pit　was　observed　in　l　case　beneath　the　distobuccal　groove　of　the　lower　first　molars．

5．The　pit　occurred　in　l　case，　on　the　distal　half　of　the　buccal　surface　of　the　lower　second

　molars，　and　the　groove　occurred　in　l　case，　on　the　mesial　half　of　the　buccal　surface　in　the

　lower　first　molars．

（1976年4月12日受理）
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第1章　　緒 言

　下顎大臼歯と第2乳臼歯の近心頬側咬頭の頬面

にあらわれる結節，すなわち，下顎大臼歯の頬側

Cingulum　の前部かちわかれたものを　Dahl－

berg2）（1950）は臼労結節と区別しProtostylidと

名付け，そして，次のように定義している．

1）Protostylidは下顎の大臼歯の頬面にみられる

結節で下顎第1大臼歯に欠除した場合その後方

歯，すなわち，下顎第2，第3大臼歯の頬面に出

現することはない．（これによって臼募結節と区別

する）

2）Protostylidは近心頬側咬頭と遠心頬側咬頭と

を分けている頬面溝と連なっており，下顎大臼歯

の頬面の前部で頬面溝の下端から上行し近心咬合

面の方に広がったほうろう質の隆起である．

3）発育の程度はまちまちで，Protostylidが欠除

した場合でも，その痕跡として頬面溝の下部が後

方へ屈曲したものがみられる．また，頬面溝の下

端にしばしば小窩をみとめることができる．

　しかし，同じDahlberg3）が1963年には定義を少

し変えて，1）の代りにProtostyhdは原始的な遺

伝的構造物であり，それゆえに下顎第2乳臼歯で

最大の大きさと特色を示し，そして，この歯から

第1，第2，第3大臼歯の順にだんだん少なくな

るとのべている．また，Protostylidをその発育の

程度によって5段階に分けた図を示しているが説

明はない．

　日本人についてはすでにいくつかの報告がある

が定義が明確でないことと報告者7｝11，14｝16）により

出現率の差が大きいのでこのDahlbergの方法に

従ってProtostylidと頬面小窩を調査し先人の報

告と比較した．

　なお，頬面溝下端とは関係なく下顎大臼歯の頬

面にみられる溝や小窩も調べた．これらの溝や小

窩についての説明は教科書1）‘）8）9）15）17｝の中にはみ

あたらない．

　また，第2乳臼歯にっいては埴原5）6）や八木8）の

報告がある．

第2章　　研究材料と研究方法

　材料は松本歯科大学学生234名中，下顎大臼歯

に鯖蝕がなくて連続して観察出来るものまたは

あっても小さく頬面の観察の出来るもの103名で

ある．その萌出状態は第1大臼歯と第2大臼歯の

存在するものが78％であり，第1，第2，第3大

臼歯の観察出来るものが12％である（表1）．

　方法は歯科用のスケーラーとエキスプローラで

付着物を除去して肉眼で観察した．また，
Protostylidを有するものについてはアルギン印

象による石膏模型を作って観察した．

第3章　　観察成績

1．Protostylidの出現状態

　Protostylidを有するものは2例で右側のみに

存在するもの1例と左側のみに存在するもの1例

であった．また，Protostylid類似結節，すなわち、

第1大臼歯にはみられず第2大臼歯に存在するも

のは2例で，そのうち，1例は左右側に対称的に

存在していた（表2）．

　第1大臼歯の左右側のProtostylidの発育はほ

ぼ同様で頬面溝下端より溝が近心頬側隅角の方へ

のびておりその下方がやや隆起している（図1）．

第2大臼歯にみられるProtostylid類似結節は第

1大臼歯のものよりいずれも発育が良好で，頬面

溝から起った溝は逆V字形をなし，その下方の隆

Table　1．　Percentage　distribution　of　the　eruption　patterns　in　lower　mo正ar　teeth．

♂ ♀ ♂＆♀

n（％） n（％　） n（％）

M2Ml　MIM2 8（100．00）

M3M2Ml　MIM2

74（77．89）

S（4．21）

U（6．32）

P1（11．58）

82（79．62）

S（3．88）

U（5．83）

P1（10．68）

M2Ml　MIM2M3

M3M2Ml　MIM2M3
Total 95 8 103



30 恩田他　日本人下顎大臼歯のPrOtostylidと頬面・」・窩の進i化

Table　2．　Percentage　d三stribution　of　the　protost｝・hd　on　MI　M2　and　M3　in　the　Japanese．

一．w－ride Tooth N
Protostvlid　　　　一 Analogous　cusp

盾?@protosty］ld Total

n〔％） n（％）

M1 103 1（0．97） 1（0，97）

R M2 103 2（1．94） 2（L94）

M3 15

M1 103 1（0．97） 1（0．97）

L M2 103 1（0．97） 1（0．97＞

M3 17

Fig．1．　Buccal　surface　of　the　lower　teeth

　　　　in　Japanese　people，　showing　the

　　　　protostylid　on　the　buccal　surface

　　　　of　the　fjrst　iower　moヱar．

Fig．2．　Buccal　surface　of　the　lower　teeth

　　　　in　Japanese　people、　showing　the

　　　　analogous　cusp　of　the　protostyhd

　　　　on　the　buccal　surface　of　the　sec．

　　　　ond　lower　molar，

Table　3．　Percentage　distribution　of　the　protostylid　in　the　other　races．

Race Author Sex n M1 祠匝 M2Ml　MIM2 Nmor「i厄 Other

Japanese Onda、　Minemura 103 2（1．94） 2（1．94：1

Indian（Hindu） 〃 132 1（0．76） 1（0．76）

Pima　Indian Dahlberg 80 25（31．25） 14（17．50） 4（5．00〕 7（8．75）

Japanese Suzuki、　Sakai 108 20（18．52） 11（10．19 1（0．93） 4（3．70） 4ほ．70〕

Japanese Sakai ♂ 838 103（12，29） 69（8．26） 5（0．60） 22（2．63） 7（‘ O．84）

♀ 415 47（1L33） 34（8．19） 7（1．691 4（0．96） 210．4811

起も第1大臼歯より大きく完全な結節状をなして

いる（図2）．

　日本人のProtostylidの出現率を他人種と比較

すると個体別では第1大臼歯に2例1．94％のみ

で上條の教科書8｝に記載してある1．5％とほぼ同

様であるが，鈴木，酒井16）の18．52％や酒井14）の男

性12．29％に比べて非常に低率である．なお，筆者

らの調査した値は米白人よりやや，低率でPima

Indianより非常に低率である．しかし、インド人

よりやや高率である（表3）．

　Protostylidの類似結節を含むものを歯種別に

みると日本人の値は報告者によってまちまちであ



Table　4〔　Percentage　distribution　of　the　protostylid　in　other　races．（lncluding　analogous　cusp）

Rlght Left

Race Author Materia1 Sex M1 M2 M3 M1 M2 M3
N n（％） N n（％） N n（％） N n（％） N n（％） N n（％）

Japanese Onda，　Minemura Living　body

’♂♀1♂＆♀ 95

@8

P03

1（1．05）

O1（0．97）

95

@8

P03

1（1．05）

O1（0．97）

15

P5

00 95

@8

P03

1（1．05）

O1（0．97）

95

@8
P03

1（1．05）

P（12．50）

Q（1．94）

17

P7

00

Indian（Hindの Onda，　Minemura Mandible 132 1（0．76） 132 0 103 0 132 1（0．76） 132 0 103 0

Japanese Suzuki，　Sakai Plaster　cast 97 17（17．53） 107 3（2．80） 25 1（4．00） 93 18（19．35） 106 4（3．77） 25 2（8．00）

Japanese Sakai Living　body

1♂ 832

S03

86（10．34）

S1（10．17）

729

Q96

8（1．10）

T（1．69）

803

S07

95（11．83）

S5（11．06）

734

Q98

9（1．23）

U（2．01）

Living　body

1♂． 98

P65

00 106

P63

01（0．61） 81

P42

00 101

P69

00
　99

f170

00 78

P36

00

Japanese Hayashi Plaster　cast

1♂i 50

R0

01（3．33） 49

S7

1（2．04）

O

32

Q4

00 48

S4

00 51

S7

00 31

R1．

00

Plaster　cast 132 1（0．76） 140 0 88 0 121 1（0．83） 139 0 98 0

Extracted　teeth 61 0 59 0 58 0 58 0 53 0 55 0

Japanese Okuno　et　al Living　body 1742 55（3．16） 1539 6（0、39） 1738 68（3．91） 1542 10（0．65）

Table　5．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

Percentage　distribution　of　the　buccal　pit　on　Ml　M2　and　M3　in　the　Japanese．

Side Tooth N Evidence　of　protostylid Other　pit
Total

n　（％　） n　（％　） n　（％　）

R

Ml
l2
l3

103

P03

P5

67（65105）

P7（16．50） 4　（3．88）

67　（65．05）　　　　　　．

Q1（20．39）

L

Ml
l2
l3

103

P03

P7

65（63．11）

P7（エ6．50）

P（9．35）

65（63．11）

P7（16．50）

P（9．35）

刊ぐ

N
ご

6
8

Stl
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Table　6． Percentage　distribution　of　the　protostylid　and　buccal　pit　on　Ml

in　other　races．

M2　and　M3

M1 M2 M3
Sex Side Race Author

n 0 P 1 2－5 n 0 P 1 2－5 n 0 P 1 2－5

Japanese Onda，　Minemura 103 37（35．92） 64（62．14） 1（0，97） 1（0．97） 103 81（78．64） 21（20．39） 1（0．97） 15 15（100，00）

Indian（Hindu） 〃 132 68（51．52） 63（47．73） 1（0．76） 132 93（70．65） 39（29．55） 103 96（93．20） 7（6，80）

♂

R
Am．　White Dahlberg 100 20（20，00） 72（72．00） 4（4．00） 4（4．00） go 28（31．11） 54（60．00） 6（6．67｝ 2（2．22）・ 8 4（50．00） 3（37．50） 1（12．50）

Pima　Indian ” 200 39（19．50） 104（52．00） 19（9．50） 38（19．00） 100 39（39．00） 49（49．00） 5（5．00） 7（？．00）

＆
Japanese Onda，　Minemura 103 35（33．98） 65（63．40） 2（1、94） 1（0．97） 103 84（81。55） 17（16、50） 2（1．94） 17 16（94．12） 1（5．88）

♀ 1ndian（Hindu） 〃 132 70（53．03） 61（46，21） 1（0．76） 132 94（71．21） 38（28．79） 103 96（93．20） 7（6．80）

L
Am，　White Dahlberg 100 16（16．00） 75（75．00） 5（5．00） 4（4．00） 90 42（46．67） 33（36．67） 7（7，78） 8（8，89） 8 6（75．00） 1（12．50） 1（12．50）

Pima　Indian 〃 200 35（17．50） 110（55．00） 22（11．00） 33（16．50） 100 28（28，00） 51（51．00） 13（13，00） 8（8，00）

Japanese Onda，　Minemura 95 33（34．74） 60（63．16） 1（1．05） 1（1．05） 95 73（76，84） 21（22。11） 1（1．05）

R Am，　White Dahlberg 50 15（30．00） 32（64．00）
　　　　　　、
Q（4．00） 1（2．00） 40 17（42．50） 17（42．50） 4（10，00） 2（5，00） 4 3（75，00） 1（25，00）

Pima　Indian 〃 100 7（7．00） 65（65，00） 7（7．00） 21（2LOO） 50 16（32．00） 27（54．00） 3（6．00） 4（8．00）

♂

Japanese Onda，　Minemura 95 34（35，79） 58（61．05） 2（2．11） 1（1．05） 95 77（81．05） 17（17．89） 1（1，05）

L Am，　White Dahlberg　’ 50 11（22，00） 36（72．00） 3（6．00） 40 25（62、50） 7（17．50） 4（10．00） 4（10．00） 3 2（66．67） 1（33．33）

Pima　Indian 〃 100 7（7．00） 66（66．00） 5（5．00） 22（22．00） 50 11（22．00） 26（52．00） 8（16，00） 5（10．00）

Japanese Onda，　Minemura 8 4（50．00） 4（50．00） 8 8（100．00） 1 1（100．00）

R Am，　White Dahlberg 50 5（10，00） 40（80．00） 2（4．00） 3（6．00） 50 11（22．00） 37（74．00） 2（4．00） 4 1〔25．00） 2（50，00｝ 1（25．00）

Pima　Indian 〃 100 32（32．00） 39（39．00） 12（12．00） 17（17．00） 50 23（46．00） 22（44．00） 2（4．00） 3（6．00）

♀

Japanese Onda，　Minemura 8 1（12．50） 7（87．50） 8 7（87．50） 1（12．50） 1 1（100．00）

L Am．　White Dahlberg 50 5（10．00） 39（78，00） 2（4．00） 4（8，00） 50 17（34．00） 26（52．00） 3（6．00） 4（8．00） 5 4（80．00） 1（20．00）

Pima　Indian 〃 100 28（28．00） 44（44．00） 17（17．00） 11（11．00） 50 17（34．00） 25（50．00） 5（10．00） 3（6．00）
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Legend：n，　number　of　molars：p，　buccal　pit：1，　bending　of　the　buccal　groove：2・5，　protostylid
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Fig．3．　Buccal　surface　of　the　lower　teeth

　　　mJapanese　people，　showing　distal

　　　deviation　of　the　bucca］groove　m

　　　lower　first　molar．
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るが第1大臼歯が5％以下と報告しているものは

上條8），林7），奥野11）他と筆者ら13）で，10％以上と

非常に高率なのは鈴木，酒井16jと酒井14｝である（表

4）．

2，頬面小窩の出現状態

　頬面小窩もProtostylidと同様，第1大臼歯，第

2大臼歯あるいは第1，第2，第3大臼歯と連続

して観察した．右側は第1大臼歯67例（65．05％），

第2大臼歯17例（16．50％）で，第3大臼歯には

みられない．また，第1大臼歯には頬面小窩が存

在しないで第2大臼歯にみられるものは4例（3．

88％）であるが左側には全くみられない（表5）．

　頬面小窩の出現率を他人種と比較するために

Table　7． Relation　to　the　appearance　of　both　the　buccal　pits　and　eruption　patterns　in　the

lower　molar　teeth．

M2MI　MIM2 M3M2MI　MIM2 M2MI　MIM2M3 M3M2Ml　MIM2M3
Total

Buccal　pit

n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

0 17（20．73） 1（16．67） 2（18．18） 20（19．42）

可　　　后

J唖
l2MIMl

@Ml　MIM2

l2MI　MIM2

7（8．54）

U（7．32）

Q8（34．15）

P（L22）

S（4．88）

S（4．88）

U（7．32）

P（1．22）

P（1．22）

P（1．22）

P（1．22）

P（1．22）

1（25．00）

P（25．00）

Q（50．00）

1（16．67）

Q（33．33）

P（16．67）

3（27．27）

R（27．27）

P（9．09）

P（9．09）

12（11．67）

V（6．80）

R3（32．04）

P（0．97）

U（5．83）

T（4．85）

V（6．80）

P（0．97〕

P（0．97）

P（0．97）

P（0，97）

P（0．97）

P（0．97）

　Ml　MIM2M3

H疏

l2G　MIM2

M2MIPtM2

M2　　MIM2

黶@　　匝 1（1．22）

P（1．22）

1（16．67） 1（0．97）

P（0．97）

P（0．97）

○子o「

耐
1（1．22）

P（L22）

1（9．09） 2（L94）

P（0．97）Pt　　　　Pt

Total 82 4 6 11 103

Legend：Other，　ana正ogous　cusp　and　buccal　pit　of　the　protostylid，　G，　bending　of　the　buccal

　　　groove：Pt，　protostylid．
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Dahlbergの分類と同様，　O型：頬面溝の下端に小

窩も溝もないもの，P型：頬面小窩の存在するも

の，1型：頬面溝下端が遠心へまがったもの，2

－5型：Protosty∬dの様々な形，の4型に分けて

みた．頬面小窩は第1大臼歯の右側では最も多い

のが米白人で72．00％，次いで日本人65．
05％，Pima　Indian　52．00％，インド人47．73％の

順である．第2大臼歯では米白人の60．00％が最

も多く，ついでPima　lndian（49．00％），イ・ンド人

（29．55％），および日本人（20．39％）の順で日本

人が最も低率となり米白人の約1／3である．

　なお，頬面溝下端の遠心へまがった1型は第1

大臼歯ではPima　Indianや米白人でしばしばみ

られるが日本人では稀である（表6，図3）．

　頬面小窩の出現状態と大臼歯の萌出との関係は

766166「「型では可6－（34．15％）に小窩のあるもの

や禰［7（7．32％）の様に左右対称的に存在す

るものが多く，その他10型を合わせて32．93％で

ある．なお，小窩のみられないものが20．73％であ

る（表7）．

3．遠心頬面溝下端の小窩

　小窩についてG．V．　Blackl）や，　R．　C．　Whee1－

eri7｝は2つ以上の発育溝の交叉することによって

生ずるとのべている．また，Dahlbergは頬面小窩

がProtostylidの痕跡であるという理由に遠心溝

下端には小窩はみられないとのべている．しかし，

右側に1例（0．97％）のみであるが遠心頬面溝下

端に小窩が存在する．この称な小窩は筆者らの調

べたインド人にも左右側各1例（0．76％）ずつ認

められた（表8）．

4．頬面遠心半部上にみられる小窩

　頬面遠心半部上に頬面溝や遠心頬面溝とは関係

Table　8．　Percentage　distribution　of　the

　　　　pit　at　the　inferior　portion　of　the

　　　　disto・buccal　groove．

Side Tooth N n（％）

R
Ml
l2
l3

103

P03

P5

1（0．97）

O0

L
Ml
l2
l3

103

P03

P7

000

Table　9．　Percentage　dlstribution　of　the

　　　　pit　on　the　distal　half　of　the　buc－

　　　　cal　surface．

Side Tooth N n（％）

R
Ml
l2
l3

103

?O3

P5

000

L
Ml
l2
l3

103

P03

P7

01（0．97）

O

Table　10． Percentage　distribution　of　the

groove　on　the　mesial　half　of

the　buccal　surface．

Side Tooth N n（％）

R
Ml
l2
l3

103

P03

P7

000

L
Ml
l2
l3

103

P03

P7

1（0．97）

O0

ない小窩が左側の第2大臼歯に1例（0．97％）み

られる（表9）．

5．頬面近心半部上にみられる横溝

　頬面溝と接しない溝が左側の第1大臼歯に1例

（0．96％）存在する（表10）．

第4章　　考 察

1．人種差

　Dahlberg2）はProtostylidについて，アジアから

発見された化石猿人あるいは化石原人である

MeganthropusやSinanthropusによくみられ，ま

れには現代人にも生ずるがArizonaのPima　In－

dianに高率に存在するとのべ，その理由として高

度の近親結婚による原始的な遺伝子の結合によっ

て生ずるのだろうとのべている．また，彼は酒井・

鈴木の調査した日本人の最も高率な値を引用し

Mongoloidの特徴であるとし，また，埴原も同様

なことをのべている．

　筆者ちの調査した日本人のProtostylidの出現

率はDahlbergによるPima　Indianや他のSioux
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Indian，　lndian　in　Kodiak　lslandのものより非常

に低率である．そして，米白人に近い値である．

　頬面小窩についてDahlbergはProtostylidの

痕跡だとのべEast　Greenland　EskimoやAme．

rican　Indianの下顎大臼歯の頬面小窩が高率に出

現するとともに深いという報告について記載し，

また，米白人のものは小窩はやつとみわけのつく

程度のよごれた点のものをのぞいて欠除している

とのべている．しかし，1964年には米白人に最も

多く小窩が存在することを表に示した．

　頬面小窩は麟蝕の好発部位である．踊蝕を文化

病とするならば頬面小窩の高率なものが原始的で

あるという考えは矛盾である．『

2．歯種による差

　DahlbergはProtostylidについて原始的なそし

て遺伝的な咬頭で第2乳臼歯で最も多く，第1大

臼歯，第2大臼歯，第3大臼歯と次第に少なくな

るとのべている．筆者らの調査した日本人は

Protostylidの出現が少なくはっきりしない．しか

し，その痕跡としての頬面小窩をみると彼の説の

様に第1大臼歯（65％）は最も多く，第2大臼歯

は第1大臼歯の1／3以下，第3大臼歯にはほとん

どみられない．

　他の人種でも同様であるが，第1と第2大臼歯，

第2と第3大臼歯の間の差が日本人より少ない．

3．下顎大臼歯の頬面溝と関係ない溝と小窩

　Protostylidの痕跡とは考えられない溝や小窩

が下顎大臼歯の頬面に稀ではあるが存在する．こ

れらの溝や小窩は臼労結節の痕跡とでも考えるべ

きだろうか．

第5章　　結 論

　松本歯科大学学生103名の下顎大臼歯にみられ

るProtostyhdと頬面小窩を調査した．

　結果は次の如くである．

1．Protostylidは下顎第1大臼歯の左右側に各1

例（0．76％）みとめた．これは米白人よりやや低

率で，Pima　lndianより非常に低率である．

2．頬面小窩は下顎第1大臼歯に650／o，また，下

顎第2大臼歯に20％みとめた．

　日本人の第1大臼歯の出現率は米白人より少な

く，Pima　lndianやIndian（Hindu）より多い．

　日本人の第2大臼歯での出現率は最も少ない．

3．頬面小窩は下顎第1大臼歯から下顎第2，第
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3と次第に少なくなる．

　頬面小窩は下顎第1大臼歯に欠除した時その後

方の歯に生ずるものはまれである．

4．下顎第1大臼歯の頬面の遠心半部に1例小窩

を観察した．

5．下顎第1大臼歯の頬面の遠心半部に1例小窩

が存在した．そして，下顎第1大臼歯の頬面の遠

心半部に1例溝が存在した．
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